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巻 頭 言 

 

令和 2年 4月より病院長として赴任致しました竹島史直と申します。赴任以来早くも 6 年が過ぎ去

ろうとしています。昨年は、当院における大きな変革の年となりました。当院の許可病床数は 6 病棟

304 床（一般 230 床、精神 60 床、結核 10 床、感染症 4 床）でしたが、近年の病床利用率の推移及び

人口の将来推計を鑑み、急性期病棟を１病棟 40床削減し、4月より 5病棟 264 床にてスタートしまし

た。削減した 5 階北病棟では、これを有効活用するため、ナースステーションを広く使いやすいよう

に改修し、新たに 2 交替制に備えた看護師仮眠室、台風等災害時の帰宅困難職員や患者家族の控室、

医療安全管理室、感染管理室、シミュレータなど研修室を設けるなどの活用案を基に今年度改修工事

に着手する予定です。工事期間中は、病床の移動や、騒音などで入院患者さんにはご迷惑をおかけす

ることがあると思いますが、ご理解を賜れば幸いです。完成は、令和 9 年 6 月ごろを予定しています。 

人事の面では、令和 4 年 4 月より 3 年間当院を支えてくださった河野完治事務部長が定年退職さ

れ、新たに柴田和昭総務課長が事務部長に昇任しました。また長崎県病院企業団の看護管理監であっ

た貞方三枝子さんを院長補佐として当院に迎え、フレッシュな面々で新たなスタートを切りました。 

昨年 1 月より当院では五島市の周産期医療を守る目的で、セミオープンシステムを開始しました。

これは、当院の設備と人員を福江産婦人科医院に一部開放（セミオープン）するシステムのことです。

妊婦健診などの妊娠中の管理を、福江産婦人科医院と協働で行い、当院が分娩施設となることで、そ

れぞれの役割分担が可能となり、安全性と妊産婦の利便性を保つことができると考えています。 

11 月には、当院が中心となり、第 47回長崎県地域医療研究会を長崎市において 8日、9日の 2日

間にわたり開催しました。「地域へ集め、地域で育て、地域に残す」をテーマに、特にシンポジウムで

は、どのように人材を確保し、育成し、定着させていくかについて活発な議論が交わされました。 

コロナ禍の 4 年間、感染のリスクにより、対外的な行事を行うことができませんでした。このため

住民の皆様とのつながりがやや希薄となっていた印象がありました。そこで 11 月２２日に五島市と

の共催で市民公開講座を行いました。井上副院長と私が講師となり、「胃がん・大腸がんを五島市から

なくそう」をテーマに講演を行いましたが、５０名以上の市民の皆様の参加があり、好評を得ました。

今後も様々なテーマで継続したいと思っています。また、１２月６日には７年ぶりに五島中央病院健

康祭りを復活させました。貞方院長補佐を中心に 100名以上の職員が協力して実施いたしました。好

天にも恵まれ、過去最高の 200名以上の市民の皆様にご来場いただきました。終盤には、出口五島市

長も来訪され、大変盛り上がりました。 
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今年度も６名の初期研修医が当院で研修中ですが、来年度もフルマッチであり、8名の大 

所帯となります。若さは、院内に活気を与えてくれます。今後も研修指導責任者の今西大介先生を中

心に新しい力を育てていきたいと思います。 

さて、今年の干支は丙午（ひのえうま）にあたります。丙は陰陽五行の火陽にあたり、太陽の明る

さ、情熱、生命のエネルギーをあらわすと言われています。午は古くから人間と共に生き、人を助け

る存在です。また健康や発展のシンボルともされているそうです。明るくエネルギーに満ち溢れた素

晴らしい健康な一年になることをお祈り申し上げます。これからも五島市民の皆様や地域医療機関の

先生方のご要望に応えられるように微力ながら精一杯頑張ってまいりますので、今後のご支援をどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

院 長 竹 島 史 直 
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令和６年度業績集 

１．内 科 

【論文】 

1. Setoguchi D, Iwanaga N, Ito Y, et al. Neglected Pulmonary Infection Caused by Exophiala 

dermatitidis Misidentified as Rhodotorula spp."：Mycoses 2024：10；e13804 

2. Nagai K, Tomari N, Egawa S, Koga Y, Itonaga H, Imanishi D, Yoshida S, Kinoshita I, 

Miyazaki Y, Tanaka A. Feasibility evaluation of a blood rotation system for efficient 

blood product utilization in remote island settings. Vox Sang. 2024 Jun;119(6):548-

555. 

 

【学会発表】 

1.  野中 文陽, 高木 博人, 宮崎 岳大, 江頭 清美, 岩田将吾, 宮田 潤, 津渡 俊和, 竹島 史直, 

川上 純, 前田隆浩. 離島における医療 MaaSを活用した遠隔医療の社会実装. 第 121回 日本内

科学会総会・講演会. 東京都千代田区. 2024 年 4月 13日 

 

2.  高木博人, 野中文陽, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉. GLP-1受容体作動薬からチルゼパチド

に変更し, 間欠スキャン式持続血糖測定(isCGM)の経過を見た持効型インスリン併用２型糖尿病

の３症例. 第 67回 日本糖尿病学会年次学術集会. 2024 年 5月 17－19日. 東京都. 

 

3.  野中 文陽, 高木 博人, 江頭 清美, 秋吉 響子, 山内 えり, 岩田 将吾, 尾崎 美千恵, 津渡 

俊和, 宮田 潤, 竹島 史直, 川上 純, 前田 隆浩. 離島における医療 MaaSを活用した遠隔糖尿

病専門外来. 第 67回日本糖尿病学会年次学術集会．2024 年 5 月 17－19日．東京都 

 

4.  高木博人, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉. 循環不全から肝性脳症を呈し, 血液浄化療法を導

入した脾腎シャントの１例 第 69回日本透析医学会学術集会・総会 2024 年 6 月 7－9日. 神奈

川県横浜市 

 

5.  瀬戸口 大地, 岩永 直樹, 伊藤 裕也, 吉田將孝, 武田 和明, 井手 昇太郎，小佐井 康介, 高

園 貴弘, 泉川 公一, 栁原 克紀, 迎 寛．Rhodotorula 属と誤同定された Exophiala 

dermatitidis による呼吸器感染症の臨床的検討．第 72 回日本化学療法学会総会．2024 年 6 月

27日．兵庫県神戸市． 

 

6.  根間 恒太朗, 高木博人, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉. 急性経過の高カルシウム血症, 多発

骨病変を呈した後腹膜原発悪性リンパ腫の剖検例. 第 59回日本腎臓学会西部学術大会.2024 年

10 月 5－6日. 兵庫県姫路市 
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7. 高木博人, 野中文陽, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉. チルゼパチド投与による 2型糖尿病患者

の腎機能, アルブミン尿への影響. 第 62回日本糖尿病学会九州地方会. 2024 年 10 月 25－26日. 

福岡県福岡市 

 

8. 瀬戸口 大地, 岩永 直樹, 伊藤 裕也, 吉田將孝, 武田 和明, 井手 昇太郎，田代 将人, 小佐井 

康介, 高園 貴弘, 泉川 公一, 栁原 克紀, 迎 寛．Rhodotorula 属と誤同定された Exophiala 

dermatitidisによる呼吸器感染症の検討．第 68回日本医真菌学会総会．2024 年 11 月 9日．京都

府京都市． 

 

9. 澤 健一, 岩永 真太朗, 田島 和昌, 山元 勝悟, 竹島 史直．アルコール性肝炎の加療中にニュ

ーモシスチス肺炎による急性呼吸促拍症候群に至った 1 例．第 124回 日本消化器病学会九州支

部例会．2024 年 11 月 15-16日 鹿児島県鹿児島市 

 

10．高木博人, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉. 離島腹膜透析診療への取り組みにおける, 3 年間 

での療法選択状況の変化. 第 30回日本腹膜透析医学会学術集会・総会. 2024.11.16-17. 福岡県

福岡市 

 

11．根間恒太朗、瀬戸口大地、山下耕輝．無症候性の S 状結腸穿孔により 広範な縦隔および後 腹

膜気腫をきたした 1 例．第 347回日本内科学会九州地方会.2024 年 11 月 17日 熊本県熊本市熊

本県医師会館 

 

12．高木博人, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉. 血栓性微小血管症(TMA), 急性腎障害を呈した抗リ

ン脂質抗体症候群および悪性高血圧の 1 例. 第 56回九州人工透析研究会・総会. 2024 年 12 月

15日. 長崎県長崎市  

 

13．小野泉, 高木博人, 村上達樹, 竹島史直, 西野友哉.   脾腎シャントを背景にした高アンモニア

血症が顕在化した BRASH症候群の１例. 第 346回日本内科学会九州地方会. 2025 年 1 月 27日. 

福岡県久留米市   

 

14．三宅泰平、山下耕輝、瀬戸口大地．肺癌によるがん関連静脈血栓塞栓症として門脈血栓症を発症

した一例．第 65回肺癌学会九州地方会．2025 年 2月 8－9日．福岡県福岡市 
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２．外 科 

【論文】 

なし 

 

【学会発表】 

齋藤 健, 古賀 洋一, 北島 正親, 千早 啓介, 長置 健司, 伊藤 裕司, 井上 啓爾 

経口抗凝固剤服用による自然発生的な腹腔内出血の 1例 

第 79 回日本消化器外科学会 下関 2024 年 7 月 19日 79 

 

井上啓爾、北島正親 

胸腺腫 typeB3 との鑑別が困難であった胸腺癌の一例(会議録) 

第 41 回日本呼吸器外科学会 軽井沢 2024 年 5 月 21 日 

 

座長 

井上啓爾 

一般演題（口演）131 

地域医療：地域医療における外科 

第 86 回日本臨床外科学会 宇都宮 2024 年 11 月 23 日 

 

 

令和６年度 五島中央病院オープンカンファレンス 開催実績表 

 場所 ： 五島中央病院 ２階 講義室 

 

 

 

 

  



− 7 − 

 

令和６年 内科入院患者(令和６年１月～１２月まで)(１９３７例) 

（入院延べ総数、1 患者 1 病名 主に新患紹介台帳・画像レポート・主治医に基づいて） 

 

消化器(６５９例)   虫垂炎 ４ 大動脈瘤（解離性など） ８ 

食道癌 ４  憩室出血 １９ 下肢動脈狭窄・閉塞 ５ 

胃癌 ３４ 大腸憩室炎 ６ 肺塞栓症 ３ 

大腸癌 ４７ 好酸球性腸炎 １ 深部静脈血栓症 ２ 

肝細胞癌 １２ 消化管吻合部狭窄 ３ 高血圧 ３ 

肝・総胆管癌 １８ 食道異物 １ 心室頻拍 ２ 

膵臓癌 ３２ 食道炎 ５ 心アミロイドーシス １ 

胆のう癌 ６ マロリーワイス症候群 ３ ブルガダ症候群 １ 

消化管神経内分泌腫瘍 ３ 毛細血管拡張症 GAVE ４ バージャー病 １ 

胃ポリープ １ 胃瘻造設 ３ バーロー症候群 １ 

GIST ３ 直腸潰瘍 ２ 人工血管感染 １ 

大腸ポリープ １１５ 消化管アニサキス症 １   

慢性肝障害 ４ 特発性細菌性腹膜炎 １ 呼吸器（３８８例）  

自己免疫性肝炎 ３ 痔核 ４ 肺癌 １００ 

肝嚢胞 １ 嘔吐症 ３ CO2ナルコーシス １ 

薬剤性肝障害 １ 便秘 ４ 肺炎 ９１ 

アルコール性肝障害 ９ 腹痛症 ６ 誤嚥性肺炎 ４２ 

PBC ４ 腹水 １ 気管支炎 １２ 

肝硬変 １４ 肝移植後 １ 非結核性抗酸菌症 １８ 

胃・食道静脈瘤 ５   肺結核 ８ 

肝膿瘍 ２ 循環器（２５６例）  新型コロナウイルス感染症 ４６ 

胆嚢炎 １２ 心不全 ７４ 膿胸 １ 

胆管炎 ３１ 狭心症 ５２ 肺化膿症 ２ 

総胆管結石 ７２ 急性心筋梗塞  ３１ 喘息 ７ 

胆管狭窄 １２ 陳旧性心筋梗塞 １ COPD 増悪 １２ 

膵炎 １５ A-V ブロック １５ 気管支拡張症 １ 

IgG4 関連硬化性胆管炎 ２ ペースメーカー電池交換など ７ 間質性肺炎 ２６ 

膵管胆管合流異常 １ 心房細動 １８ 特発性肺線維症 １ 

イレウス ２７ SSS １５ 器質化肺炎 １ 

消化管出血 １７ 弁膜症 ７ 気胸・縦隔気種 ９ 

出血性消化性潰瘍 １０ 心筋症 ３ サルコイドーシス ３ 

腸炎 ４２ 高血圧性心筋症 １ 窒息 １ 

クローン病 ３ 無症候性心筋虚血 ２ 胸水 ５ 

潰瘍性大腸炎 １０ 心外膜炎 １ 喀血 １ 

虚血性大腸炎 １６ 心内膜炎 １   
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腎臓（２０１例）  神経（１５７例）  股関節膿瘍 １ 

慢性腎不全 ３２ 脳梗塞 ７１ 仙骨部膿瘍 １ 

ネフローゼ症候群 ５ TIA １２ 化膿性関節炎 １ 

腎盂腎炎 １９ 脳出血 ２０ 感冒 ３ 

シャントトラブル ７７ くも膜下出血 ７   

尿路感染 ４１ 硬膜下血腫 ３ 膠原病・内分泌（１１例）  

尿管結石 ３ 内頚動脈狭窄 １ 関節リウマチ １ 

急性腎不全 １０ 椎骨動脈解離 １ 皮膚筋炎 １ 

IgA 腎症 ２ 失神 ５ MCTD １ 

膜性腎症 ２ てんかん・けいれん １０ ベーチェット病 １ 

ANCA 関連腎炎 ２ 眩暈 １１ 副腎不全 ４ 

間質性腎炎 １ 迷走神経反射 ３ バセドウ病 １ 

CAPD 腹膜炎 ４ 過呼吸症候群 １ 亜急性甲状腺炎 １ 

出血性膀胱炎 １ 顔面神経麻痺 １ SIADH １ 

気腫性膀胱炎 １ 進行性核上性麻痺 １   

尿管瘻 １ ウェルニッケ脳症 １ その他（６２例）  

  ギランバレー症候群 １ 薬物・農薬中毒 ３ 

血液（８４例）  多発性硬化症 １ 慢性アルコール中毒 ３ 

悪性リンパ腫 ４０ 可逆性後頭葉白質脳症症候群 １ 急性アルコール中毒 ２ 

白血病 ７ 認知症 １ 熱中症 １４ 

ATL ９ 頭痛 １ 低体温症 １ 

多発性骨髄腫 ４ 頭部挫傷 ３ 脱水 １４ 

MDS ６   溺水 １ 

貧血 ８ 感染症（６７例）  廃用症候群 １ 

好中球減少症 ４ 発熱・不明熱 ２ じんましん １ 

特発性血小板減少性紫斑病 ２ 敗血症 １６ アナフィラキシーショック ４ 

汎血球減少 ３ 帯状疱疹 ９ 薬疹 ２ 

血球貪食症候群 １ SFTS ３ 特発性血管性浮腫 １ 

  ツツガムシ病 １ 横紋筋融解症 ４ 

代謝（５２例）  インフルエンザ ４ ダンピング症候群 １ 

糖尿病 １９ 溶連菌感染 １ 突発性難聴 ２ 

低血糖（DM） ７ 手足口病 １ うっ滞性皮膚炎 １ 

糖尿病性ケトアシドーシス ３ 破傷風 ２ 褥瘡 ２ 

高Ｎａ・低 Na血症 １２ 深在性真菌症 １ 腰椎圧迫骨折 ３ 

高Ｋ・低Ｋ血症 ５ 蜂窩織炎 １４ 頚椎症 １ 

高 Ca・低 Ca血症 ２ 扁桃炎 ５ 変形性膝関節症 １ 

偽痛風 ３ 腸腰筋膿瘍 ２ 前立腺癌 ２ 

乏症 １ 大腰筋膿瘍 １ 
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報告：五島中央病院精神科・神経科 新来患者統計：令和 6年 

精神科・神経科 小田 孝 

 

対象：令和6年 1月 1日から令和6年 12月 31 日まで当科に新しく受診した患者 

方法：カルテ記載に基づいた、年齢・性別・ICD-10 に基づく精神科診断・住所・初診時入所施設・受診経路を調査 

 

結果 

1. 月別受診者数 

 

 

2．性別受診者数と初診時の年齢構成、       3.ICD-10 に基づく精神科診断別受診者数 

平均年令 

 

 

 

 

 

 

  

 
男性（人） 女性（人） 合計（人） 

20 歳未満 18 19 37 

20～49 歳 50 43 93 

50～64 歳 21 23 44 

65～89 歳 77 86 163 

90 歳以上 13 17 30 

合計 179 188 367 

平均(歳） 58.3 60.6 59.5 

標準偏差（歳） 25.46 26.48 25.98 

ICD-10/F 人 ％ 

F0 症状を含む器質性精神障害 145 40.1 

F1 精神作用物質使用による精神および行動の障害 5 1.4 

F2 統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害 6 1.7 

F3 気分障害 48 13.3 

F4 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害 85 24.3 

F5 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 20 5.5 

F6 成人のパーソナリティおよび行動の障害 2 0.6 

F7 知的障害 6 1.7 

F8 心理的発達の障害 13 3.6 

F9 小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害 6 1.7 

G4 てんかん 8 2.2 

 
診断保留 4 1.1 

  特に異常所見なし 11 3.1 

 
小計 362 100.0 

    

その他の診断 
  

正常圧水頭症 1 

ナルコレプシー 2 

資格のための健康診断 2 

 
小計 5 

      

 合計 367 
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４．住所別受診者数 

    人 ％ 令和 2 年人口 人口 1 万人対 

 
旧福江市内 228 62.1 21,885 104.2 

 
富江町 32 8.7 4,165 76.8 

 
岐宿町 25 6.8 2,947 84.8 

五島市 三井楽町 34 9.3 2,269 149.8 

 
奈留町 17 4.6 1,950 87.2 

  玉之浦町 17 4.6 1,175 144.7 

新上五島町 2 0．5 （国勢調査） 
 

長崎市 
 

1 0．3 
  

上記除く長崎県内 1 0．3 
  

長崎県外 
 

10 2．7 
  

合計 
 

367 100.0 
  

 
＊五島市合計 353 96.2 34391 102.6 

６．紹介経路別受診者数 

５．初診時入所施設別受診者数                           

  人 ％ 

なし 287 78.2 

院内入院中＊ 61 16.6 

特別養護老人ホーム 7 1.9 

養護老人ホーム 4 1.1 

有料老人ホーム 4 1.1 

グループホーム 3 0.8 

生活支援ハウス 1 0.3 

合計 367 100.0 
   

＊「院内入院中｣の科別内訳     

  人 ％ 

内科 38 62.3 

整形外科 15 24.6 

外科 5 8.2 

泌尿器科 2 3.3 

耳鼻咽喉科 1 1.6 

合計 61 100.0 

 

７．小・中・高校生別受診者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  人 ％ 

紹介なし 159 43.3 

院内＊ 91 24.8 

上五島病院・精神科 2 0.5 

五島内開業医 42 11.4 

五島内公立病院 15 4.1 

長崎県内の公的病院・精神科 1 0.3 

長崎県内の民間の精神科病院・医院 9 2.5 

長崎県内の民間の他科病院・医院 3 0.8 

県外の病院 15 4.1 

特別養護老人ホーム 4 1.1 

老人グループホーム 2 0.5 

有料老人ホーム 4 1.1 

養護老人ホーム 1 0.3 

ケアマネージャ- 5 1.4 

若者サポートステーション 1 0.3 

市役所福祉事務所 5 1.4 

市役所国保健康政策課 1 0.3 

包括支援センター 2 0.5 

学校 2 0.5 

警察 2 0.5 

社会福祉協議会 1 0.3 

合計 367 100.0 

   

＊院内からの紹介内訳 
  

 
 人 ％ 

内科 52 57.1 

整形外科 15 16.5 

物忘れ外来 6 6.6 

外科 5 5.5 

小児科 5 5.5 

救急外来 3 3.3 

耳鼻咽喉科 2 2.2 

泌尿器科 2 2.2 

脳神経外科 1 1.1 

 
91 100.0 

  学年 男性（人） 女性（人） 合計（人） 

中学校 

1 2   2 

2   3 3 

3 1 1 2 

高等学校 

1 5 5 10 

2 2 3 5 

3 4 3 7 
 

合計 14 15 29 
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令和6年度診療業務実績 

１． 検査等件数実績 
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２．リハビリ単位数 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．エコー件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．加算等件数 
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各診療科別年間手術症例数 

対象期間：令和６年１月１日～令和６年１２月３１日 

内科手術件数 619 件                    外科手術件数  272 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼科手術件数 367 件 
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整形外科手術件数 400 件                                    泌尿器科手術件数 164 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耳鼻いんこう科手術件数 67件                

産婦人科手術件数 65件 

 

 

    

その他 363 件 
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救急患者搬送一覧 

令和 6年 4月 1日～令和 7 年 3月 31 日 
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2024年度 抗菌薬（注射薬）及び消毒薬の年間使用概況 

1．全入院患者での使用状況について 

2024 年度（2024 年 4 月～2025 年 3 月）における抗菌薬使用量を 1000 患者日あたりの抗菌薬使用密度

（antimicrobial use density：AUD）で集計し，抗菌薬の使用状況について前年度との比較を行った。  

 

全入院患者の年間AUD は250.4（前年比 -19.4）と減少していた。薬剤別AUD ではスルバシリン注（前年比 

+0.3）が最も多く，次いでタゾピペ，セファゾリン注の順となった。抗菌薬系統別AUDではペニシリン系（前年

比 +3.4）が最も多く，次いで第1世代セフェム系，第3世代セフェム系の順となった。昨年度と比較し，ニュ

ーキノロン系 

の使用量が落ちていた。これは使用量の多かった整形外科、泌尿器科の医師の異動が一因ではないかと考える。

使用比率はペニシリン系74.4%（前年比 +6.6%），第1世代セフェム系8.4％，第3世代セフェム系7.6％とな

った。 

 

 

2．一般病棟患者での使用状況について 

精神科患者を除く一般病棟患者の年間AUDは300.9（前年比 -15.0）だった。薬剤別AUDや抗菌薬系統別AUD，

使用比率については全入院患者と同様の傾向であったが，AUDの値では全入院患者の場合よりも値が大きくなっ

た。これは精神科患者では抗菌薬の使用頻度が少なく，一般病棟患者では抗菌薬の使用頻度が多いことを反映し

ていると考えられる。 
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3．各診療科（入院患者）の使用状況について 

A．内科（入院患者） 

内科の年間AUDは440.9（前年比 -5.9）と前年度から減少した。薬剤別AUDではスルバシリン注が290.9（前

年比+23.2）と昨年度同様最も高く，次いでタゾピペ注，セフトリアキソン注の順となった。抗菌薬系統別 AUD

ではペニシリン系（前年比+24.9）が最も多く，次いで第3世代セフェム系，第1世代セフェム系の順となった。

使用比率はペニシリン系79.6%（前年比+6.6%），第3世代セフェム系7.0%，第1世代セフェム系3.8%となった。 

 

 

 

B．外科（入院患者） 

外科の年間AUDは253.5（前年比 -44.6）に減少した。薬剤別AUDではスルバシリン注が110.7（前年比 -

20.1）で最も多く，次いでタゾピペ注，セファゾリン注の順となった。抗菌薬系統別AUDではペニシリン系（前

年比 -25.9）が最も多く，次いで第1世代セフェム系，第2世代セフェム系の順となった。使用比率はペニシ

リン系73.3%（前年比+2.3%），第1世代セフェム系14.0%，第2世代セフェム系8.3%となった。 
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C．泌尿器科（入院患者） 

泌尿器科の年間AUDは241.5（前年比 -45.1）に減少した。薬剤別AUDではタゾピペ注が122.3（前年比 +98）

で最も多く，次いでセフメタゾール注，セフトリアキソン注の順となった。抗菌薬系統別AUDではペニシリン系

（前年比 -21.4）が最も多く，次いで第２世代セフェム系，第３世代セフェム系の順となった。使用比率はペ

ニシリン系50.6%（前年比 ＋0.5％），第1世代系セフェム系21.6%，第1世代系セフェム系19.2%となった。 

 

 

 

D．眼科（入院患者） 

眼科の抗菌薬注射の使用はなかった。 
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E．整形外科（入院患者） 

整形外科の年間AUDは67.2（前年比-31.8）と減少した。薬剤別AUDではセファゾリン注が35.6（前年比 -

24.5）で最も多く，次いでスルバシリン注，タゾピペ注の順となった。抗菌薬系統別AUDでは第1世代セフェム

系が最も多く，次いでペニシリン系、第3世代セフェム系の順となった。使用比率は第1世代セフェム系52.9%

（前年比 -7.8%），ペニシリン系が32.4％、第3世代セフェム系が5.2％となった。 

 

 

 

F．耳鼻咽喉科（入院患者） 

耳鼻科の年間AUDは651.7となった。薬剤別AUDではセフトリアキソン注が306.4で最も多く、次いでセファ

ゾリン注、スルバシリン注の順となった。抗菌薬系統別AUDでは第3世代セフェム系が最も多く，次いで第1世

代セフェム系、ペニシリン系の順となった。使用比率は第3世代セフェム系47.0%、第1世代セフェム系が25.8、

ペニシリン系が25.1％となった。 
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G．小児科（入院患者） 

小児科の年間 AUD は 521.7（前年比 +102.5）と増加した。薬剤別 AUD ではビクシリン注が 312.7（前年比 

+213.7）で最も多く，次いでクラフォラン注，スルバシリン注の順となった。抗菌薬系統別AUDではペニシリ

ン系（前年比 +64.5）が最も多く，次いで第3世代セフェム系，第1世代セフェム系の順となった。使用比

率はペニシリン系が73.5％（前年比 -2.6%），第３世代セフェム系が12.2％，第1世代セフェム系が7.1％

となった。 

 

 

 

H．産婦人科（入院患者） 

産婦人科の年間AUDは163.9（前年比 +81.6）と増加した。薬剤別AUDではスルバシリン注が103.4（前年比 

+85.2）で最も多く，次いでビクシリン注，クリンダマイシン注の順となった。抗菌薬系統別AUDではペニシリ

ン系（前年比 +81.6）が最も多く，次いで第1世代セフェム系，第4世代セフェム系の順となった。使用比率

はペニシリン系が81.6％（前年比+17.3%），第1世代セフェム系が4.6％、第1世代セフェム系が3.7％となっ

た。 
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I．精神科（入院患者） 

精神科の年間AUDは4.4（前年比 -6.5）に減少した。薬剤別AUDではスルバシリン注が3.5（前年比 -5.5）

で最も多く，次いでセフトリアキソン注の順となった。抗菌薬系統別AUDではペニシリン系が81.0％（前年比-

1.9%）、第3世代セフェム系が19.0％となった。   

 

 

 

4．MRSA治療薬の使用状況について 

全入院患者における MRSA治療薬の年間AUDは5.7（前年比-1.6）に減少した。薬剤別AUDではバンコマイシ

ン注 4.1（前年比 -1.7），リネゾリド注 0.6（前年比 +0.1），テイコプラニン注 0.6（前年比 +0.3）となっ

た。 

バンコマイシン点眼液等，外用薬の抗MRSA薬の処方数はなかった。 
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5．消毒薬の使用状況について 

アルコール手指消毒剤と液体石鹸の年間請求量を使用回数に換算し，これを患者在院日数で除して「１入院患

者に関わる病院スタッフが1日に行う手指衛生回数」を算出した。請求量から算出した手指衛生回数（手洗い+

アルコール消毒）は全病棟18.1回（前年度17.2回），2階病棟8.5回（前年度7.8回），3階南病棟16.5回（前

年度24.4回），4階北病棟25.0回（前年度24.2回），4階南病棟20.6回（前年度18.3回），5階北病棟0回（前

年度15.5回），5階南病棟19.8回（前年度17.2回）であった。5北病棟は2023年12月まで、3南病棟は2024

年1月からの集計となっている。 

 昨年度と比べ、全病棟の手指衛生回数は増加した。病棟別にみると3階南病棟を除く病棟で手指衛生回数が増

加といった状況であった。アルコールによる手指消毒回数をみると、3 階南病棟を除く全病棟で増加していた。

アルコール製剤の手指消毒目標回数 10 回/日を達成したので，来年度は 15 回/日を目標に手指衛生の推進を行

っていく。 

 
 

 

6． 特定抗菌薬の使用状況について 

  2024 年度の特定抗菌薬使用状況は年間の合計でカルバペネム系抗菌薬が29 件（前年比-1 件），抗 MRSA 薬

41件（前年比-1件）となった。月平均での使用件数はカルバペネム系抗菌薬が約3件（前年比±0件），抗MRSA

薬が約4件（前年比+-0件）であった。又，特定抗菌薬使用届提出率は100%を維持した。 
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当院の微生物検査の動向 

 

１．当院細菌検査年間検査検体数 
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２．診療科別検体数 
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３．病棟別検体数 
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４．分離菌の年度別推移 

 

 

 

５．MRSA数 
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６．血培複数セット採取率 
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７．インフルエンザ 

 

 
 

８．新型コロナウイルス 
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９．インフルエンザ 
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五島中央病院紀要投稿規定 
 

1．本誌は五島中央病院の機関誌として年 1回発行とする。 

2．投稿者は当院の職員とする。但し当院職員以外の者であっても編集委員会の承諾を得た場合はこ

の限りではない。 

3．投稿論文は医学、薬学、看護学など医療に関係のある学術論文で、他誌に発表されていないものと

する。 

4．本誌の内容は総説、研究、症例報告、学術年報（学会・研究会発表及び掲載論文：同年の 1月～12

月に発表～発行されたもの）、及びその他（随想など）とする。 

5．投稿原稿の採否並びに順位は編集委員会で決定する。 

6．原稿は和文、欧文を問わない。 

7．編集の都合により原文の要旨を変えない範囲内で著者に訂正を求めることがある。 

8．掲載料は無料とし別冊は著者に 10 部を贈呈する。それ以上の別冊は実費を徴収する。 

9．原稿執筆の要項は次のとおりとする。 

（1）原稿は別々の用紙を用いて次のように区分する。 

タイトルページ、和文用紙（400字以内）、本文、文献、図（写真）及び表（いずれも手札型以

上の大きさ）、図及び表の説明で構成し、要旨にはキーワード（5個以内）を入れる。 

（2）本文は原則として、 1．はじめに、 2．方法（症例）、 3．結果、  4．考察、  5．まとめの

各項目に区分する。 

（3）原稿は横書き和文ワードプロセッサー（A4 用紙 20字×20行）で作成する。 

その際、専門用語以外は当用漢字､年号は西暦、数字は算用数字、薬品名は一般名、現代仮名

遣いを使用し、句読点を正しくつける。FDでの提出も受け付ける。 

（4）表は A4 用紙に 1頁 1表ずつとする。 

（5）論文の長さは図表を含めて下記を限度とし、規定枚数を越えた原稿は採用しない。 

総説：400字×30 枚、研究：400字×25枚、症例：400字×20 枚、その他：400字×20 枚 

（6）文献は本文中に引用されたもののみを別紙に一括し、本文中の引用箇所に引用順に肩番号をつ

ける。 

（例）神田 1）ら  の報告では・・・ 

（7）文献の書き方は引用番号、著者名、題名、雑誌名、巻：頁（始頁一終頁）、発行年（西暦）の

11 頂で記載する。 

（8）単行本は引用番号、著者名、書名、（編集者名）、発行所名、発行年（西暦）、頁（始頁-終頁）、

の順に記載する。 

 （9）著者校正は 1回のみとし、その際大幅な訂正は不可とする｡ 

（10）学会や研究会などで発表した論文を投稿される場合は、文末にその旨付記する。 

 

原稿提出先： 

〒853-0031 長崎県五島市吉久木町 205番地 長崎県五島中央病院 

五島中央病院紀要編集委員会 

Tel：0959-72-3181 

Fax：0959-72-2881
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